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日本及び世界のマクロ課題

将来社会で起こる課題に対して、ICTの力で解決に貢献

パブリック
セーフティ

業務効率化
ソリューション

インフラ
劣化診断

労働力の減少 市民の安全インフラ維持

2050年の日本

人口の減少

0.7倍1億2000万人→ 8000万人

スマート
ウォーター
マネジメント

農業ICTスマート
エネルギー

35億人→ 63億人

都市人口の増加

1.8倍

2050年の地球

1.7倍
食料需要

1.6倍
水需要

1.8倍
エネルギー需要
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社会価値創造の注力領域

７つの社会価値創造テーマで、社会ソリューション事業に取り組む

７つの
社会価値創造
テーマ

地球との共生
Sustainable Earth

安全・安心な都市・行政基盤
Safer Cities & Public Services

安全・高効率なライフライン
Lifeline
Infrastructure

豊かな社会を支える情報通信
Communication

産業とICTの新結合
Industry Eco-System

枠を超えた多様な働き方
Work Style

個々人が躍動する豊かで公平な社会
Quality of Life
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強いソリューション創出のための基本方針

基本方針
①価値の高いソリューションに絞り込み
②No.1/Only 1技術を徹底的に磨き
③パートナー・お客さまとの共創を通じて強いソリューションを創出
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競合分析・
NEC戦略

顧客課題
安全

安心

効率

公平

コアコンピタンス

No.1/Only 1
技術

ソリューション
プロトタイプ
パートナー・先進顧客と
価値を実証

パートナー
（技術連携）

お客さま
（ナレッジ・実証）


